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 ２-４  住民の意識  
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テーマ１
国道4号の
にぎわい

テーマ２
村の美しい自然
・レクリエーション

テーマ３
村での移動

残したい 変えたい 新しくつくりたい

・住民が普段買い物するの
はPLANT5、働く場所に
もなっている
・水田は残してほしい
・大玉村らしさを守っていき
たい

・歩いている人がいない
・小学生以上～20歳以下くら
いの子ども～若者が集まる場
が少ない
・国道4号沿線に施設を建てる
のは、規制により難しい

・歩いていける範囲にもっと大玉村
らしい施設
・農業を活かして、健常者も障が
い者も働ける場
・カフェ、アウトレット、道の駅
・宅地（水田以外）

・国道４号や高速道路から
見える安達太良山の眺め
・フォレストパークには全国
区で人が来る
・静かな環境（教えたいけど
人がたくさん来るのは不安）

・子どもの遊び場が少ない
・（自然資源はあるが）情報
が無く わかりにくい 行きにくい
・フォレストパークに来た人に聞
かれても、大玉村内に案内で
きる場所が無い

・子どもだけでも楽しめる場所、家
族で楽しめる場所
・今ある資源を有効活用し、大玉
村内にもスポットができると良い
・小さな企画で良いのでイベントを
してほしい

・４号沿線の魅力を活かす
・文化的に集落のくねくねし
た道は残したほうがよい

・学生の通学が大変
・広域生活バスの停留所は周
りに何もないので長時間待て
ない
・需要がないからバスが成り立っ
ていない
・通学路が狭い

・無料駐車場がある新駅の設置
・本宮駅西口完成に伴って、バス
で行き来できるようにしたい
・夜道が暗いので照明をつけたい
・スマートIC（企業誘致、雇用の
確保にも期待）



 

 

 

 

 

 

 

当面の取り組み 
・スマート IC 誘致 ・企業誘致 

【住民で取り組むこと：働ける人材を確保】 

・意欲のある子、キラリと光る子を求めている 

⇒子ども達への地元で働くことの教育を早いうちから取り組む

（選択肢をつくる〈働き方・ライフスタイル〉） 

⇒自信を持った大人の姿を見せていく 

⇒農業の閑散期の仕事をつくる（大玉村は少ない） 

具体的な内容 
【ニトリ物流センター】 

・誘致する 

・５年で全国展開（ニュースリリース） 

⇒世界的な流れで今後自前の流

通センターが増える 

【農産物の工場】 

・安全供給が求められている 

1.スマート IC の整備と並行して村の中に目的地を！ 

具体的な内容 
・遊歩道の整備（絶景スポット／ドリームライン） 

⇒あだたら山を一望できる 

・村民の森の活用（案内板が少ない） 

当面の取り組み 
・都会から人が来てくれるように PR、情報発信 

・『山と水田、大玉村の全部』四季を通した PR 

・都会での写真展 

2. 自然資源の保全、レクリエーションの創出 

具体的な内容 
【モコステーション＠本宮】 

・free-wifi は重要・お弁当自販機もある 

・産直もやってる（不定期） 

・ゲームイベントで子どもが集まってる 

（親の送迎の待ち時間に居られる） 

 

【アウトレット（若者・雇用）】 

・オープンスペース（公園） 

･景観を活かす・若者が集まる・カフェもできる 

当面の取り組み 
・新しい公民館の機能にクッキングスペースなどイベント

ができるように考慮する 

（上記の体験農場の機能に活用できるようにする） 

【体験農場／農産物工場】 

・キッチンのあるクッキングスペース 

・収穫体験・栽培指導（家庭菜園向け） 

【あだたらの里直売所、JA など会員多数 

→スペシャリスト人材の活用】 

2.国道 4 号沿道（PLANT5 周辺）子どもや若者が集まる場づくり 

当面の取り組み 
・イネ狩り体験 

（お米の PR／観光の面も兼ねて、住民も首都圏居

住者も両方対象に） 

・田んぼキャンプ（冬期の田んぼを利用） 

・学校等で稲作体験 

（農業の楽しさにふれる場を設ける） 

・子ども達が作ったお米の販売 

1. 水田の利活用・保全 

具体的な内容 
・農業、観光、教育など多分野が一緒になって

取り組む 

・若者に農業の魅力を伝える 

（にぎわいの創出にもなる 

／まずは地元住民に農業の楽しさを伝える） 

・昔、小学校で田んぼを持っていた 

今いる大人が活躍できると未来も人が 
集まってくる。人を耕す（育つ）大玉村 

A 班 
大人も子どもも「活躍できる」「楽しめる」 

場作りで大人になっても住み続けられる村 

安達太良山とともに、いつまでも 
～お帰りなさい、ごはんできてるよー～ 

B 班 
安達太良山とおいしいごはんがいつも自分を  

迎えてくれる。いつまでも、そんな村であってほしい 
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やさしさ つなぐ村 

具体的な内容 
・子どもも大人も集まる場所 

（図書館、子育て施設と合わせて外でも中でも遊べるところ

がほしい） 

・村民の森のアスレチック等を利用 

（体験コーナーなどを活かして活性化→既存のものを利用） 

・村民の森ではイベントがやりづらい 

・小さい公園をつくる（親水公園など／近所くらいの範囲で） 

⇒維持管理が必要 

当面の取り組み 
・草刈り、花植え、清掃の協力 

・自然を活かした施設 

（落ち葉プールなど自然を活かして費用を抑えたイベントを開い

て住民の方に来て知ってもらう。場所への行き方、場所自体

の存在を知らせる。） 

・買い物ができるところがあれば若者や小さい子を持つ保護者も

楽しめる 

・集会所でイベント 
・公民館にいろんな機能をもたせる 

⇒村民の森、公民館など今ある施設を活かす 

C 班 
人のやさしさをつないでいる村、県の中心に位置し

交通面で県内の都市をつないでいる村 

1. 子どもが集まる場 

具体的な内容 
・電車のダイヤに合わせた生活バス 

・杉田駅へのアクセスバス 

（朝夕だけでも） 

+本宮駅も周るようなルートとする 

・大山地区から駅までの停留所を 2 箇所くら

いにする 

（集約して 2 駅周れるようにする） 

・通勤でも使えれば駐車代をとられなくて済む 

・既存施設（ある程度広い場所）があるとこ

ろに停留所を設ける 

⇒駅駐輪場、雨除け 

⇒子どもが自力でも行ける範囲など 

 

当面の取り組み 
・どういったダイヤだと使いやすいか等ニーズの

把握 

（子育て世代など各世代で） 

（電車との連携、その他の用事） 

2. 自然資源の保全、 
レクリエーションの創出 



 

 

 

 

 

 

 

▶各世代の交流拠点創出プロジェクト 

・自由に使える広場が欲しいが、行きやすい場所に空いた

平場が意外とない。 

・農村公園をもっと使えないか。よく使ってもらう人に SNS

等でPRしてもらう。認知度が上がったら、軽トラ市場など

のイベントを開催し、利用する人を定着させる。 

・村民体育館の拡充など、今ある施設を使いやすくする。

防災機能もあれば実現可能かもしれない。 

▶高校生スクールバスプロジェクト 

・村のどこかにターミナル機能を設ける。

（バスタ大玉）          

・自転車置けると良い。 

・スマート IC も近いと高速バスで通学でき

るかもしれない。 

A 班 

村民の森公園化プロジェクト 

・現状の地形を生かして、たくさんの人が使う公園が欲しい。       

・しっかりと維持管理することが必要。 

・使い方は創意工夫で無限大。 

B 班 学びも遊びもちょうど良い田舎 大玉 

重点プロジェクトの主な視点 

シンカする田舎（進化、深化など様々な意味を含む） 

▶大山循環バスプロジェクト 

・大山にも本宮～PLANT５を循環するようなバ

スが欲しい。 

・乗車ポイントの付与など、使いたくなるような工

夫が必要。 

・維持するため住民も積極的に使うことが必要。 

重点プロジェクトの主な視点 
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 ３-１  将来像と基本理念  
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 ３-２  目標と基本方針  
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2030年

（令和12年）

2035年

（令和17年）

2040年

（令和22年）

国勢調査

将来推計人口

第五次大玉村総合振興計画目標人口

都市計画マスタープラン将来人口

(人)

 ３-３  将来都市構造  

▼都市計画マスタープランにおける将来人口 

資料：第五次大玉村総合振興計画「目標人口」を基に設定 
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 ４-１  土地利用の方針  
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 ４-２  道路・交通の方針  
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 ４-３  都市機能の方針  
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 ４-４  自然・景観の方針  
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 地域別構想
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 ５-１  基本的な考え方  
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 ５-２  地域別構想  
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都市づくりを実現するために 
 6-1  将来像実現に向けた方策  

 6-2  計画推進に向けて  
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 ６-１  将来像実現に向けた方策  

本マスタープランが示す都市づくりの基本理念と将来都市構造といった大玉村の将来
像を実現するために、分野別の取組方針の中から特に計画の実現に必要な取り組みとして、
優先的に実施すべき事業や、重点的に推進すべきと考える方策 5 項目を整理しました。 

 

産業集積ゾーンへの企業進出の誘導 
産業集積ゾーンがある国道４号沿道は、４万台/日を超える自動車が通過し、大玉村の

玄関口として大きなポテンシャルを有しておりますが、国道周辺の土地は、農業振興地域
内の優良農地であるため、企業進出が進んでいない課題があります。このゾーンは、農業
振興に資する施設や、沿道サービス施設、土地収用法対象事業などの整備においては、農
地転用許可を例外的に受けることができる可能性があることから、これらの事業や方策を
一体的に推進することで、大玉村でのにぎわい拠点を創出します。また、オーダーメイド
方式等による新たな工業団地を造成し企業が進出しやすい環境を整え、働く場「工業集積
拠点」を創出します。 

 

公共施設の更新及び公園等の整備 
大玉村では、公共施設の現状を把握し、今後の需要変化に応じた必要なサービスをより

良い形で提供できるよう、公共施設等の最適化に取り組むとともに、住民ニーズに対応し
た施設整備・更新等を進めます。今後、村民交流施設の建設、さくら公園の整備拡張、再
エネ・アグリパークの整備とふれあい村民の森やアットホームおおたま周辺施設などの利
活用の推進を検討していきます。 

 

スマート IC の整備に向けた検討 
大玉村は、「人は活力の源」との考えの下、子育て支援をはじめとする長年の定住人口

増加対策の取り組みにより、人口の増加率とともに 14 歳以下の年少人口比率で、福島県
内一高い状況を維持しています。 

その一方で、地理的にも本村は、福島県中通りの中央に位置し、村内を東北自動車道、
国道 4 号、東北本線が縦貫しており、また、磐越自動車道の郡山ジャンクションが近接し、
大動脈である南北軸と東西軸の交通基盤が整った地域でありますが、鉄道駅同様に高速道
路のインターチェンジがなく、これらの交通網を活かしたまちづくりが、これまでに実践
されることはありませんでした。 

国の人口が減少基調に突入している中にあって、10 年・20 年後の大玉村の自立と発展
を思い描くとき、人口を維持し地域の活力を保つために、スマートインターチェンジを中
心としたまちづくりを実践していくことが、本村にとってきわめて重要となっています。  



 

 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

Otama-Village City Planning Master Plan 

第
５
章 

第
６
章 

資
料
編 

100 

 

高速道路バスストップの再整備 
大玉村には、鉄道駅がなく、JR 東北本線の利用にあたっては、近隣市の本宮駅（本宮

市）、杉田駅（二本松市）を利用することとなり、都市圏へのアクセスの不便さが、公共交
通の満足度が低い一つの要因となっています。これを補完するため、高速道路バスストッ
プの運用再開を重要な方策として掲げ、通勤・通院・買物等のアクセスの確保と近隣及び
県外都市圏へのアクセスの確保を行います。 

地域振興施設の整備 
あだたらの里直売所は、村内農家の主要な販路の一つになっており、年間を通してにぎ

わいをみせていますが、施設規模等から売り上げは高水準ながらも横ばい傾向で推移して
います。今後、地場産品の販売・販路の拡大等により、農業の経営安定と経済循環の活性
化が求められています。 

国道４号と主要地方道本宮土湯温泉線の結節点にある優位性を活かし、さらにはスマー
ト IC の整備検討と関連づけた新たな観光拠点の形成を見据えつつ、あだたらの里直売所
周辺の地域振興施設の整備を行います。休憩ついでの「立ち寄り型」の施設から、施設自
体が「目的型」へと変化していく必要があり、これまで以上の機能強化を図ります。 

 
 
 
 
 

 
 
 

  

(5)地域振興施設の整備 

(1)産業集積ゾーンへの 
企業進出の誘導 
（新たな工業団地の造成） 

(3)スマート ICの整備に 
向けた検討 

(4)高速道路バスストップの 
再整備 

▼将来像の実現に向けた方策図 

▼大玉ゲートウェイの概念図 

 

大玉ゲートウェイ 
大玉ゲートウェイとは、国道 4 号沿道の地域振興拠点と工

業集積拠点、東北自動車道に接続するスマート IC 等からなる
交流交通拠点、これら 3 拠点を一体としたエリア。 

スマート IC を中心とする交流交通拠点を軸に、周辺には工
業集積拠点と地域振興拠点を配置し、拠点間の連携によって
人・モノの交流（観光振興、企業立地、物流効率化など）に
好循環を生む構想。 

大玉村の玄関口として、スマート IC を中心としたまちづく
りを一体的にエリア全体で進めることにより、村全体の魅力
を高めていく。 
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▼将来像の実現に向けた整備構想図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼「（2）公共施設の更新及び公園等の整備」に関わる更新予定施設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

更新を予定する施設 

東部ふれあいセンター 

北部ふれあいセンター 

西部ふれあいセンター 

村民交流施設 
・子育て支援センターと公民館機能を
併せ持った複合施設の整備を推進 

ふれあい村民の森 
・既存施設を活用した
「学び・遊び場」創出 

アットホームおおたま 
・周辺施設の利活用を推進 

再エネ・アグリパーク 
・再生可能エネルギー施設と農業
施設の複合施設を検討 

さくら公園 
・安達太良川の水辺空間の活用 
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 ６-２  計画推進に向けて  

都市計画マスタープランを改定するにあたり、村民アンケートや「村民会議」における
村民ワークショップなど、住民の方々の意向の把握、反映に努めてきました。 

今後、都市づくりの基本理念「暮らしと自然の豊かさを守り、創造・発展していくむら
づくり」の実現に向け、分野別方針や地域別構想に基づく個別計画の立案や事業、方策を
実施していくにあたり、行政の積極的な取り組みはもちろんのこと、住民や関係事業者が
主体的にむらづくりに参画し、互いの役割を理解しながら協働によるむらづくりを進める
ことが不可欠です。 

ここでは、住民と行政の協働の考え方や、行政における本マスタープラン進行管理の考
え方を整理します。 

 

住民と行政の協働によるむらづくり 
むらづくりには、住民・関係事業者・行政それぞれにしかできない役割があり、その力

を持ち寄って主体的に大玉村のむらづくりを考え、実行していくことが大切です。 
例えば、景観を考える時に、住民ひとりひとりが田園風景を意識した住環境づくりを行

ったり、また事業者が安達太良山の景観を意識した開発等を行い、そして行政がそれらを
支援・調整する仕組みをつくることで、大玉村全体として美しい風景を保全できます。 

都市計画マスタープランが示す将来都市像の実現に向け、住民、関係事業者、行政の役
割分担を示します。 

 
▼協働のむらづくりにおける役割分担の内容 

 むらづくりにおける主な役割 

住 民 

 住民はむらづくりの主役として、地域のあり方やむらづくりに関する知識を身に付け、
むらづくりへの理解を深めます。 

 村民会議や住民説明会等に積極的に参画し、意見の表明や提案を行います。 
 大玉村の魅力向上に向けて、様々な活動に関心を持ち積極的に参加します。 

関 係 
事業者 

 事業活動を通じた地域産業や経済発展に貢献するほか、地域社会との調和を図
りながら公益的活動に参加・協力します。 

 開発等の際には大玉村が目指すむらづくりの方向を十分に理解し、周辺環境や景
観に配慮した計画や事業活動を行います。 

 事業活動を通じて、地域社会にそのノウハウや知識・技術の提供を行うことで、むら
づくりの実現に貢献します。 

※関係事業者：民間企業の他、NPOや大学などむらづくりに係る団体 

行 政 

 都市計画マスタープランに基づき、事業の決定や見直し、都市基盤整備など、行
政でなければできない取り組みを担います。 

 住民への情報提供や意向把握、住民主体のむらづくり活動の支援、住民参加の
仕組みづくりを行います。 
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▼「協働のむらづくり」の推進イメージ（例） 

 

 行政 住民・関係事業者 

STEP1 

情報 
共有 

 むらづくり情報の発信 
・都市計画指定状況、取り組み状
況、支援制度など、様々な情報を発
信する 

 むらへの関心を持つ 
・自分の暮らす地域や大玉村の魅力
や課題の発見を通して、むらづくりへ
の関心をもつ 

STEP2 

学習 
実践 

 むらづくりについて考える場の
提供 

・村民会議などを通じて、講座やシンポ
ジウム、ワークショップ、交流会を開催
する。 

 自分でできることから始める 
 
・興味のあることから学習し、自宅まわ
りや近所、地区の緑化、清掃など身
近なことから活動をはじめてみる。 

STEP3 

活動 
参加 

 住民主体の活動をサポート 
・取り組みやルールづくりをサポートする 
（専門家派遣、活動費の助成など） 

 みんなでできることを考える 
・協議会や分科会などを立ち上げ、地
域活動の取り組みを始める、もしくは
参加する 

 活動を広く展開する 

STEP4 

活動 
展開 

 むらづくりに関する制度の活用
をサポート 

・合意形成や手続きについてサポート
する 
（必要な助言、手続きの実務、支援
など） 

 みんなでむらづくりに取り組む 
 
・地区単位や地域ぐるみでむらづくりの
ビジョンやルールづくりに取り組む 
（地区計画や建築協定など） 

 

 

計画の検証と見直し 
本マスタープランの中間目標年次である令和 14 年に向けて、その間の社会・経済環境

の変化に対応しながら、将来都市像の具体化を図ります。 
そのため、都市計画マスタープランに基づく各種方針や実現化方策の進行状況について、

概ね 5 年を目途にフォローアップを行い、必要に応じ計画の見直しを行います。 
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